
森林技術・支援センター庁舎（岐阜県下呂市森８７６－１）に利用した木材に係る炭素貯蔵量（ＣＯ2換算）

【計算式】

木材の材積（㎥）×密度（t/㎥）×炭素含有率×44/12＝炭素貯蔵量（CO２換算）　（t-CO2）

○ CLT構造材 スギ 89.17 ㎥ × 0.331 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 54.0 t-CO2

○ 構造材 ヒノキ 5.44 ㎥ × 0.383 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 3.8 t-CO2

○ 構造材 カラマツ 5.25 ㎥ × 0.435 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 4.2 t-CO2

○ 製材 スギ 8.91 ㎥ × 0.331 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 5.4 t-CO2

○ 製材 ヒノキ 6.21 ㎥ × 0.383 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 4.4 t-CO2

○ 製材（国産材以外）樹種不明 0.41 ㎥ × 0.331 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 0.2 t-CO2

○ 製材（再利用） イスノキ 0.89 ㎥ × 0.783 t/㎥ × 0.500 × 44/12 ＝ 1.3 t-CO2

計 73.3 t-CO2

※ 木材使用量には、車庫棟（延べ床面積35.57㎡）１棟に使用した木材使用量を含みます。
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この表示は、林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」（令和３年10月１日付け３林政産第85号林野庁

長官通知）に準拠し、この建築物に利用した木材が貯蔵している炭素（ＣＯ２換算）の量を示すものです。

木材は、森林が吸収した炭素を貯蔵しており、木材を建築物等に利用していくことは、「都市等における第２の森林づくり」と

してカーボンニュートラルへの貢献が期待されています。


